
３．取り組みの概要
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⚫高齢化が今後急速に進行
⚫日常移動のマイカー依存は極めて高い
⚫利便性・採算性の低いコミュニティバス
（利用者減⇒収益減⇒サービス低下・・・）

⚫免許返納は進まず高齢者事故リスクが増大

現
在

将
来

⚫外出機会を失う高齢者層の拡大
⚫認知症等の罹患リスクの更なる拡大
⚫中心市街地の衰退や医療費拡大等の問題に発展

①：移動特性に応じた利用しやすいモビリティ導入

②：経済的にも持続可能な事業スキームの構築

事業の
ポイント

基山町の
課題

３-１．取り組みのポイント
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ポイント①：移動特性に応じた利用しやすいモビリティの導入

デマンドタクシー

シャトルバス

＋

けやき台団地と主要
施設をドアツードア

「けやき通り」を
高頻度で運行

「けやき台団地」住民の移動特性を踏まえ、オンデマンド＋シャトルの２種類を運行

地域特性の応じた公共交通体系の構築「けやき台団地」住民の移動特性

けやき通り
沿線

けやき台
団地

4%

56%

26%

5%

4%

JR基山駅

4%

けやき台団地住民の
町内トリップ分布割合
（2020年11月平日）

けやき台
団地

中心
市街地

JR基山駅

基山PA

Ｎ

鹿毛病院
鳥栖アウト
レットモール

憩いの家

図書館

役場

基山総合運動公園

1km

2km

3km

4km

0km

＜ビックデータを活用した移動特性分析＞

３-１．取り組みのポイント
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ポイント②：経済的にも持続可能な事業スキームの構築

公共交通の課題

⚫ 高いマイカー依存率

⚫ 収益性が低いコミュニティバス

地域の特徴

⚫基山PAの地域振興施設

⚫複 存在する通勤・通学バス

⚫農産物等の輸送需要 など

公共交通事業だけでは、持続性

のある経営は極めて困難

⚫ 地域振興施設との連携
⚫ 通勤・通学バスとの一体運行
⚫ 農作物等の貨客混載

公共交通との連携可能性

基山町

公共交通
運行管理事業者
(MaaS       )

地域振興施設
（基山PA・中心市街地）

通勤バス
代行事業

通学バス
代行事業

貨客混載事業
(農産物・宅配等)

モビリティ
運行事業者

運営権

一体的
運営

送客

連携

広域交通事業者
(JR,高速バス等)

補助金

公共交通の運営を官民連携で展開
民間の創意工夫により収益性向上

事業
運営者

３-１．取り組みのポイント
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地域住民

基山町

通勤・通学
シャトルバス

事業運営者

モビリティ
運行事業者

運営権 補助金
（一定額）

企業・学校

収益施設・事業

農業生産者

モビリティ事業主体

高頻度
シャトルバス

オンデマンド
交通

オンデマンド交通
（送迎サービス）

オンデマンド交通
（貨客混載）

モビリティを軸とした
様々な収益事業との

一体的運営

経済的にも持続可能な質の高い公共交通の実現へ

他
の
移
動
と
の
重
ね
掛
け
に
よ
る

町
内
輸
送
の
最
大
効
率
化

他
の
収
益
施
設
・
事
業
と
の
連
携
に
よ
る

収
益
性
向
上
等
の
相
乗
効
果
の
創
出

事業運営者

３-１．取り組みのポイント
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３-１．取り組みのポイント

熊本学園大学

基山町（佐賀県）

㈱福山コンサルタント

西鉄バス
佐賀㈱

(有)基山
タクシー

西日本高
速道路㈱

西日本
鉄道㈱

九州旅客
鉄道㈱

基山町
商工会

地域振興
施設

東明館
学園

町内立地
企業

実証実験の学術支援

農作物等
生産者

事業運営主体

モビリティ運行事業者

通勤・通学
バス代行事業

地域振興
事業

貨客混載事業 広域MaaS連携

地域支援団体
(SGK)

地域住民

利用促進連携

移動サービス
の提供

(社)九州経
済連合会

九州電力㈱

(社)EMoBIA

他
地
域
へ
の
水
平
展
開

業務従事団体等

その他参加団体等

関連団体等
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移動の重ね掛け貨客混載 免許返納チャレンジ2 1 4

送客3 ナッジ理論5

公
共
交
通
で
の
移
動
促
進

機能の異なる3つのモビリ
ティを運行し、町内輸送の利
便性と効率性を向上

疑似体験を通じて自家用車の
必要性を見つめ直す機会を創
出

ナッジ理論を活用し、自発的
に公共交通を利用したくなる
ような仕掛けを創出

中心市街地店舗や地域振興施
設への送客により、集客力や
収益力を向上

農作物の町内店舗への輸送

特産品の大都市圏への輸送

オンデマンド
交通

通勤・通学
シャトルバス

けやき通り
シャトルバス

⚫ 町内移動の利便性と効率性の両立を図るため機能の異なる3つのモビリティを運行
⚫ モビリティ事業だけでは採算性が乏しいためモビリティを活用した他の収益源を確保
⚫ マイカー依存度が高い方々への働きかけにより公共交通での移動を促進

移動の利便性・効率性の両立 マイカー依存に対する働きかけ収益源の拡大

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用

３-２．５つのチャレンジ
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✓ けやき台住民を対象に既存タ
クシー（計4台）による乗合型
オンデマンドサービスを提供

✓ 利用者の自宅前および既存停
留所を乗降場所として設定

✓ 交通拠点や中心市街地、住宅
地が隣接し、移動需要が多い
「けやき通り」を高頻度で運
行

オンデマンド交通 通勤・通学シャトルバスけやき通りシャトルバス

基山PA

中心市街地

JR基山駅

けやき台駅

けやき台

町内の学校・企業

オンデマンド
実証実験対象

オンデマンド運行エリア
（町内全域）

時間特性に応じて
スイッチ

✓ 町内に立地する企業や学校の
通勤・通学需要に応じて、特
定時間 のみ専属運行

✓ 「けやき通りシャトルバス」
との兼用による輸送効率化

⚫ 機能の異なる3つのモビリティ（オンデマンド交通、けやき台通りシャトルバス、通勤・
通学シャトルバス）を運行し、町内輸送の利便性と効率性を向上

⚫「オンデマンド交通」は既存タクシー4台で運行、「けやき通りシャトルバス」と「通
勤・通学シャトルバス」はハイエースワゴン等2台を兼用で運行

JR
鹿
児
島
本
線

け
や
き
通
り

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ１：移動の重ね掛け



26

⚫ 運行時刻や運行経路、乗降場所が予め決められている定時定路線型の「路線
バス」ではなく、乗車時刻や利用経路、乗降場所にある程度柔軟に対応でき
る乗合型の公共交通

オンデマンド交通とは

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ１：移動の重ね掛け
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オンデマンド交通とは

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ１：移動の重ね掛け

路線バス
(コミュニティバス)

オンデマンド交通 一般タクシー

経路 固定 比較的自由 自由

乗降地点 固定 比較的自由 自由

時刻 固定 比較的自由 自由

車両 大型バス いずれも可 普通車タクシー

利用形態 複 で乗り合う 複数で乗り合う 個別に貸し切る

運賃
安価

（100円/回）
中程度？

高価
（初乗り730円）

⚫ 路線バスよりも制約が少なく、タクシーよりも制約が大きい
⚫ 運賃（運行費用）は一般的に路線バスよりも高価、タクシーよりも安価
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オンデマンド交通とは

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ１：移動の重ね掛け
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オンデマンド交通の運行管理

オペレーター

利用者

【電話利用者】 【アプリ利用者】

サーバー

成約可否通知
（メール）

予約情報
（Webアプリ）

運行タスク位置情報
乗降情報

成約可否通知／予約情報／車両位置情報

予約情報（Web予約代行）

オンデマンド交通

予約情報
（電話・FAX）

成約可否通知
（電話・FAX）

※予約後10分以内

個人情報
車両位置情報
乗降情報
配車マッチング

シャトルバス

位置情報
乗降情報

※キャンセルは電話対応のみ

乗車時刻 希望時刻の前5分～後10分

降車時刻 最短ルート走行の10分遅れ

※乗合判定における乗降時間の許容幅

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ１：移動の重ね掛け
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参考：オンデマンド利用にあたっての住民の許容範囲は？

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ１：移動の重ね掛け

5分

51.6%10分

36.4%

15分

5.9%

20分

2.3%

30分

3.8%

5分

35.4%

10分

46.5%

15分

9.6%

20分

4.0%

30分

4.3%

60分

0.3%

5分

34.0%

10分

51.4%

15分

7.6%

20分

3.5%

30分

3.0%

45分

0.2%
60分

0.3%

希望する乗車時間の
何分前まで許容？

希望する乗車時間の
何分後まで許容？

希望する到着時間の
何分遅れまで許容？

※実証実験後の住民アンケート結果



高速バスの貨客混載事業との連携により
販路を拡大し、生産者の生産・販売意欲や

収益力が更にアップ！
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基山ふるさと名物市場
（基山PA）

生産者
集荷

（貨客混載）

福岡市内の店舗
西鉄沿線ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟ『西鉄縁線駅みやげ』

出荷
（貨客混載）

高速バスデマンド

オンデマンド
交通を活用した
貨物輸送の

取り込みによる
収益確保

⚫ 「基山ふるさと名物市場」に出品する生産者の多くは自家用車で商品を輸送している
ため、これらの貨物需要を「オンデマンド交通」で対応（商品輸送サービスの提供）

⚫ 西鉄バス佐賀㈱、㈱西鉄ステーションサービス、西日本高速道路㈱と連携し、「基山
ふるさと名物市場」や「基山PA」にて販売している商品を、高速バスを利用し天神
（西鉄縁線駅みやげ）に輸送し、販路拡大による収益向上を図る

【ｴﾐｭ 肉みそ】【ｴﾐｭ 肉ｷ ﾏｶ  】 【ｴﾐｭ 燻製ﾊﾑ】

ソラリアステージビル２階

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ２：貨客混載



32

基山ふるさと名物市場
（基山PA）

中心市街地
の店舗

買物客
（送迎サービス）

基山町内
(ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ)

買物客
（送迎サービス）

デマンドデマンド

⚫ 既存の地域振興施設（基山ふるさと名物市場）や中心市街地の店舗・イベント等に対
して、「オンデマンド交通」を活用した送客サービスを提供し、集客力および収益の
向上を図る

基山ふるさと名物市場基山モール商店街

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ３：送客



⚫ 「日常生活に大きな支障が出るのではないか？」「余計にお金がかかるのではない
か？」といった漠然とした不安から、免許返納になかなか踏み切れない方々も多 

⚫ 実証実験期間中に、運転免許証を保持したまま、マイカーでの移動ができない返納後
の生活を疑似体験していただく「免許返納チャレンジ」を実施

⚫ 日常生活にどの程度の影響が生じるかを具体的に認識してもらうとともに、公共交通
の利便性や経済性について意識して頂く環境を創出

33

50%

13%

7%

11%

4%

14%

1%

日常生活での移動が

不便になる

移動費用が増える

仕事で車が必要

車を運転する

ことが楽しみ

身分証明書

として必要

まだ運転に自信がある！

その他

■免許を返納しない理由

資料：けやき台団地住民アンケート調査（令和3年10月）

N=173（複 回答）

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ４：免許返納チャレンジ
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専用乗車カードの事前配布

• 各種モビリティを乗車する際に必要となる
カードを、けやき台の全  に事前配布

• 手元にカードがある状態をデフォルトとし、
ついつい利用したくなる環境を創出

自分や他者の行動の見える化

• けやき台全体の目標値を設定し、実績値との比較を
WEBアプリ上で見える化

• 地域の目標を達 した場合に限り、利用実績がある
方の中から抽選で100名に500円のQUOカードを配布

定期健診説明会での広報

• 定期健康診断結果の説明会にて実証実験のPR活動を実施
• 健康への意識が高まっている参加者に対して、未病対策と公共交通の
関連性や実証実験内容を説明することで、公共交通利用を促す

⚫ ナッジ理論の活用により自発的な公共交通利用を促す仕掛けを創出

ナッジ（Nudge）：和訳で「そっと後押しする」という意味で、自分自身にとってよ
り良い選択・行動を自発的に取れるように「さりげなく導く」政策的手法

「選ばなくていい」
は最強の選択肢

みんな気になる
みんなの行動

狙うのは
心の扉がひらく瞬間

＜実証実験での実施施策＞＜ナッジ理論＞

         

３-２．５つのチャレンジ チャレンジ５：ナッジ理論
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実証実験案内チラシ・ポスター のぼり旗（公民館、店舗等） 基山HP・公式LINE

メディア（佐賀新聞等） スマモビ専用HP

⚫ チラシを全戸に配布し事前説明会を開催。メディアやHP等で情報発信。

事前説明会

３-３．広報活動と利用促進策
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駅前や商工会イベント等での広報活動

モビリティ利用者へのインセンティブ

町内施設・店舗等とのイベント企画

※コロナで公共施設で開催予定
だったワークショップは中止

⚫ 利用促進に向け、町内の施設・店舗の協力のもと、インセンティブ施策やイ
ベント等を実施

３-３．広報活動と利用促進策




